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   ＜あらまし＞  自主的な学習の機会を提供する非同期分散型 eラーニングでは，自己調整(制御)学

習サイクルを実践しながら，適切に援助要請行動を取る必要がある．本研究の目的は，eラーニングに

おける援助要請行動とコースの完了率および満足度との関係を明らかにすることである．援助要請行

動は，質問の必要性とリソースから，4 タイプ(1．質問無，2．質問有，アクション(フォーマル)，3．

質問有，アクション(その他)，4．質問有，アクション無)に分類した．タイプ 3 が完了率・満足度共

に一番高い平均値を示した．完了率と援助要請タイプには有意な結果ではなかったが，満足度とは有

意差がみられた．満足度に関して，タイプ別に更に分析した結果，タイプ 1 と 2，2 と 3，3 と 4 の間

で有意差が検出された． 

 

    ＜キーワード＞  遠隔学習(e ラーニング), 高等教育, 学習支援, 援助要請, 自己調整(制御)学習 
 
１． はじめに 

非同期分散型環境で提供される e ラーニング

は，自主的な学習の機会を提供する一方，低い修

了率や満足度などが問題視される(メディア教育

開発センター, 2008)．このような e ラーニングに

おいて，学習者は，自己調整(制御)学習サイクル

(SRL)を実践しながら学習を進める必要がある．

SRL の重要な要因の一つに援助要請がある

(WOLTERS, et al. 2003)．これは，個人での学習

中に，分からないことがあった時にどのような行

動を起こすのかに関連する．ヘルプシーキングに

は，支援が必要な時にアクションを起こせる適応

ヘルプシーキングの他に，不適応や代替というタ

イプがある(NEWMAN, 2009)．NEWMAN によ

れば，これらのタイプは，質問の必要性，内容，

ターゲットまたはリソース(誰に聞くか)の違いに

よって特徴づけられる． 
 本研究では，e ラーニングにおける援助要請行

動タイプと完了率および満足度の関係を明らか

にすることを目的とした．  

２． 研究方法 

2.1 eラーニングコース概要と研究協力者 

 私立大学において非同期分散型で提供する，担

当教員が同じ 3 コースを対象とした．履修者は合

計 410 名で，修了率の平均は 85.24％であった．

全ての学習コンテンツや学習活動は，学習管理シ

ステム(LMS)上で配信，実施された．学習支援に

ついては， LMS から，教員やメンタへの直接的

な質問と，質問相手を特定しないヘルプデスクへ

の質問が可能であった．本研究では，援助要請の

ターゲットに関連し，前者をフォーマルとし，後

者をその他とした． 
2.2 データ収集 

 援助要請行動のタイプ分けには，質問の必要性

とターゲットに焦点化した．「学習中に質問した

いことがあったか」についての有無，質問したい

ことがあった時のアクションの有無，アクション

を起こした際のリソースで 4 タイプ(1．質問無，

2．質問有，アクション(フォーマル(教師・メン

タ))，3．質問有，アクション(その他)，4．質問
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有，アクション無)に分類した．分類するために，

関連した質問項目を含むポストアンケートを実

施した．コース全体に関する質問項目も同アンケ

ートに含まれた．データ分析には，ポストアンケ

ート回答者 292名(回答率:71.22% )のデータを使

用した． 

2.3 データ分析 

 完了率と満足度を従属変数とし，援助要請行動

タイプを独立変数とした．まず，多変量分散分析

(MANOVA)を行い，その後，有意差があった従

属変数に関し分散分析を行った． 
 
３． 結果 

 援助要請タイプ別の完了率と満足度に関する

記述統計を表１に整理した．完了率は，全てのタ

イプで 80%以上となっていた．タイプ 3 では，

90％を超えていた．満足度の平均についても，タ

イプ 3 が最も高い結果となった． 
 全体分析の結果，有意差が認められた(Λ=.929, 
F(6, 574)=3.567, p=.002)．分散分析の結果は，

完了率では有意差が見られなかった (F(3, 
288)=1.995, p=.115)が，満足度では有意差が見ら

れた(F(3, 288)=5.669, p=.001)．満足度について

の事後分析の結果，タイプ 1 と 2(差.366, p=.011)，
2と 3(差-0.523, p=.005)，3と 4(差.443, p=.015)
の間で有意差が検出された． 

 

４． 考察 

 結果から，援助要請タイプ 3 が完了率・満足度

共に高い傾向を示していた．満足度に関しては，

他のタイプと比較して，有意に高いという結果に

なった．e ラーニングにおける質問の仕方やター

ゲットを含むリソースなどは従来の学習とは異

なっている．質問するターゲットを絞らない豊富

なリソースからフレキシブルな援助要請ができ

ることが，学習者の情緒へも肯定的な影響がある

可能性が示唆された． 
今回は質問内容については考慮しなかったが，  

表 1 援助要請タイプによる完了率・満足度の記

述統計結果 

今後は内容と LMS 以外での支援を含めた援助要 
請行動についても研究を進めたい．また，援助要

請行動からオンライン学習における学習支援に

ついても更に検討したい． 
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援助要請タイプ 平均値 標準偏差 n

1:質問無 0.853 0.195 118

2：質問有, アクション

（フォーマル）

0.827 0.237 77

3：質問有, アクション

（その他）

0.902 0.202 40

4:質問有, アクション無 0.802 0.205 57

総和 0.843 0.211 292

1:質問無 3.093 0.679 118

2：質問有, アクション

（フォーマル）

2.727 0.927 77

3：質問有, アクション

（その他）

3.250 0.809 40

4:質問有, アクション無 2.807 0.854 57

総和 2.962 0.822 292

完了率

満足度
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